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令
和
六
年
元

日
の
能
登
半
島

を
襲
っ
た
大
地

震
か
ら
１
カ

月
。
平
穏
な
日

常
が
一
瞬
で
生

死
の
瀬
戸
際
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま

す
。
建
物
崩
壊
に
よ
る
圧
死
や

焼
死
の
悲
惨
な
報
道
に
は
心
が

痛
み
ま
す
。
津
波
の
被
害
が
当

初
少
な
い
か
と
思
わ
れ
た
の
は

陸
の
孤
島
と
化
し
た
地
域
の
情

報
不
足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
山

間
や
海
岸
沿
い
の
小
集
落
点
在

地
域
で
の
救
出
作
業
の
難
し
さ

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

一
刻
も
早
い
復
興
を
祈
り
ま
す

が
、
居
住
地
の
み
で
な
く
、
産

業
や
共
同
体
を
失
っ
た
地
域
の

立
て
直
し
に
は
計
り
知
れ
な
い

根
気
と
努
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

関
連
し
て
起
こ
っ
た
羽
田
空

港
で
の
航
空
機
事
故
も
衝
撃
的

で
し
た
。
安
全
が
基
本
の
航
空

管
制
に
一
体
何
が
起
こ
っ
た
の

か
、
し
っ
か
り
原
因
究
明
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
す
。
日
航
機
の

搭
乗
員
全
員
が
救
命
さ
れ
た
の

は
、
訓
練
の
成
果
で
冷
静
に
行

動
で
き
た
為
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

柳
田
邦
男
氏
の
著
書
「
フ
ェ

イ
ズ
３
の
眼
」
に
よ
る
と
普
通

の
生
活
時
は
フ
ェ
イ
ズ
２
で
す

が
、
危
機
の
際
は
フ
ェ
イ
ズ
４

=

「
パ
ニ
ッ
ク
」
に
な
り
が
ち

で
す
。
フ
ェ
イ
ズ
３=

「
意
識

明
快
で
適
度
な
緊
張
状
態
」
を

保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
訓
練

に
よ
り
習
得
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
柳
田
氏
は
「
人
間
と
は

ミ
ス
を
犯
す
動
物
」
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
ミ
ス
を
前
提
に
し
た

安
全
策
（
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
や

フ
ー
ル
セ
ー
フ
）
を
事
前
に
検

討
し
て
お
く
べ
き
と
説
き
ま

す
。
航
空
管
制
の
み
な
ら
ず
、

医
療
に
も
通
じ
る
こ
と
で
、
平

常
か
ら
心
し
て
お
く
べ
き
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

つ ば さ

　

長
年
の
低
医
療
費
政
策
の

下
、
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

２
０
２
２
年
の
物
価
は
前
年
比

３
％
上
昇
し
41
年
ぶ
り
の
伸
び

と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
物
価
は

上
昇
し
続
け
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
度
の
診
療
所
の

倒
産
は
過
去
最
多
に
並
ぶ
22
件

で
、
診
療
に
係
る
コ
ス
ト
が
上

昇
す
る
中
、
倒
産
件
数
は
し
ば

ら
く
高
水
準
が
続
く
と
の
予
想

も
あ
る
。
医
療
提
供
体
制
を
物

的
・
人
的
双
方
の
面
で
確
保
す

る
た
め
に
は
、
初
・
再
診
料
や

入
院
基
本
料
等
の
基
本
診
療
料

を
中
心
に
、
診
療
報
酬
の
大
幅

な
引
き
上
げ
は
必
須
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
財
務
省
は
昨
年
11

月
１
日
、
診
療
所
は
近
年
の
物

価
上
昇
率
を
大
き
く
上
回
る
収

益
増
で
極
め
て
良
好
な
経
営
状

況
に
あ
る
と
し
、
初
・
再
診
料

を
中
心
に
診
療
所
の
報
酬
単
価

を
引
き
下
げ
、
医
師
の
技
術
料

に
あ
た
る
診
療
報
酬
本
体
部
分

を
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
す
る
こ
と

が
適
当
と
主
張
し
た
。

　

全
国
の
協
会
と
保
団
連
は
、

関
係
省
庁
と
国
会
議
員
に
全
国

の
医
師
・
歯
科
医
師
の
声
を
届

け
る
た
め
、『
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
る
医
師
・
歯

科
医
師
署
名
』
に
取
り
組
み
、

11
月
30
日
に
緊
急
要
請
を
実

施
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
署
名

１
万
１
６
０
６
筆
を
国
会
に
届

け
た
。
そ
の
後
追
加
分
の
署
名

を
国
会
へ
提
出
し
、
県
内
分
の

　

12
月
20
日
、
今
年
６
月
の
診

療
報
酬
改
定
に
関
す
る
大
臣
折

衝
が
行
わ
れ
、
医
師
等
の
技
術

料
に
あ
た
る
本
体
部
分
は
０
・

88
％
引
き
上
げ
る
こ
と
で
決
着

し
た
。

　

内
訳
に
は
、
若
手
勤
務
医

師
・
歯
科
医
師
、
薬
局
の
勤
務

薬
剤
師
、
事
務
職
員
、
歯
科
技

工
所
等
の
従
事
者
の
賃
上
げ
分

０
・
28
％
が
含
ま
れ
、
医
科
・

歯
科
・
調
剤
に
配
分
さ
れ
る
通

常
分
は
プ
ラ
ス
０
・
46
％
と
な

る
。
そ
の
ほ
か
、
看
護
職
員
、

病
院
薬
剤
師
等
医
療
従
事
者
の

賃
上
げ
分
と
し
て
プ
ラ
ス
０
・

61
％
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の

引
き
上
げ
分
と
し
て
プ
ラ
ス

０
・
06
％
と
な
っ
て
い
る
。
各

科
改
定
率
は
、
医
科
プ
ラ
ス

０
・
52
％
、
歯
科
プ
ラ
ス
０
・

57
％
、
調
剤
プ
ラ
ス
０
・
16
％

と
な
っ
た
。

　

一
方
、
生
活
習
慣
病
を
中
心

と
し
た
管
理
料
の
引
き
下
げ
、

処
方
箋
料
の
再
編
な
ど
に
よ
り

マ
イ
ナ
ス
０
・
25
％
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　

薬
価
・
材
料
価
格
は
１
％
引

き
下
げ
で
、
全
体
で
は
０
・

12
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な

る
。
全
体
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
改

定
に
な
る
の
は
、
２
０
１
４
年

度
改
定
か
ら
６
回
連
続
と
な
っ

た
。

　

診
療
報
酬
と
材
料
価
格
の
改

定
は
６
月
、
薬
価
改
定
は
４
月

施
行
と
な
る
。

署
名
は
２
２
２
筆
、
会
員
協
力

率
25
・
６
％
と
な
っ
た
。

　

署
名
に
は
、「
材
料
費
、
光
熱

費
の
上
昇
で
先
行
き
が
見
え
な

い
状
態
。
い
つ
閉
院
に
追
い
込
ま

れ
る
か
」、「
経
営
状
態
が
悪
く
、

従
業
員
の
給
与
が
上
げ
ら
れ
な

い
」、「
電
気
料
金
の
値
上
げ
、

社
会
保
険
料
の
値
上
げ
、
円
安

に
よ
る
物
価
高
が
進
む
中
で
、

診
療
報
酬
が
上
が
ら
な
い
の
は

ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

協
会
は
署
名
に
寄
せ
ら
れ
た

声
を
ま
と
め
、
12
月
15
日
に
県

選
出
国
会
議
員
５
名
に
も
送
付

し
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
訴
え
た
。

　
署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
声

【
医
　
科
】

○�

小
児
科
の
発
熱
外
来
は
ひ
っ

迫
し
た
状
態
が
ず
っ
と
続
い

て
い
る
。
感
染
対
策
へ
の
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
。

○�

医
療
は
多
忙
な
上
に
、
次
々

と
訳
の
わ
か
ら
な
い
オ
ン
ラ

イ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
投
げ
か

け
ら
れ
、
薬
は
不
足
し
、
時

間
を
取
ら
れ
経
営
も
ギ
リ
ギ

リ
に
な
っ
て
い
る
。

○�

外
来
業
務
は
過
密
で
土
日
も

書
類
作
成
に
追
わ
れ
、
働
け

ど
働
け
ど
楽
に
な
ら
な
い
。

○�

職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
設

備
投
資
な
ど
全
て
の
原
資
を

診
療
報
酬
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
引

き
上
げ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
。

○�

医
療
機
関
は
院
内
の
適
温
維

持
の
た
め
の
冷
暖
房
費
や
訪

問
診
療
の
た
め
の
ガ
ソ
リ
ン

代
の
上
昇
な
ど
で
、
経
営
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
閉
院
の
検
討
も
必

要
に
な
り
そ
う
だ
。

○�

む
し
ろ
医
業
収
入
は
漸
減
し

て
お
り
、収
益
増
と
は
真
逆
。

○�

電
気
代
、
仕
入
価
格
は
著
し

く
上
が
り
、
職
員
の
生
活
の

た
め
昇
給
し
た
が
、
医
業
収

入
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
医
療
現
場
に

感
謝
」
と
い
う
の
は
何
だ
っ

た
の
か
と
い
う
冷
た
さ
だ
。

○�

開
業
し
た
ば
か
り
で
借
金
が

多
い
の
で
、
余
剰
資
金
で
給

与
を
上
げ
る
の
は
無
理
だ
。

○�

財
務
省
の
認
識
は
何
を
根
拠

に
し
て
い
る
の
か
。
診
療
所

は
薬
剤
不
足
、
診
療
材
料
費

の
値
上
げ
等
で
必
死
の
経
営

努
力
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
地

域
医
療
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

○�

一
般
企
業
は
価
格
に
コ
ス
ト

上
昇
分
を
乗
せ
ら
れ
る
が
保

険
診
療
で
は
で
き
な
い
。
大

変
困
っ
て
い
る
。

【
歯
　
科
】

○�

経
費
は
増
え
る
ば
か
り
で
か

な
り
厳
し
い
状
況
だ
。

○�

診
療
報
酬
だ
け
で
や
っ
て
い

る
医
院
で
は
、
従
業
員
の
賃

上
げ
な
ど
で
き
る
訳
が
な
い
。

○�

良
好
な
経
営
状
態
の
実
感
は

全
く
な
い
。
歯
科
助
手
等
資

格
が
な
く
勤
務
年
数
の
短
い
ス

タ
ッ
フ
の
給
与
は
最
低
賃
金
に

近
く
、
最
低
賃
金
改
定
の
度

に
給
与
は
上
げ
て
い
る
が
、
医

院
の
収
入
は
増
え
て
い
な
い
。

○�

先
進
国
の
技
術
評
価
で
は
な

い
。
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２面…自治体キャラバン

３面…2024年改定「これまでの議論の整理」

４面…光ディスク請求等４月以降の取扱い

５面…つるさんのお店探訪

６面…気になるワインの話

すべての医療機関を守るため診療報酬の大幅引き上げを
求める医師・歯科医師署名

　実施期間：2023年11月７日～11月21日
　実施方法：FAX登録のある会員医療機関へ署名用紙を送付
　　�（医科166筆、歯科56筆、計222筆。会員協力率25．6％）
【要望項目】
　一、　基本診療料を中心に、診療報酬を大幅に引き上げること
　一、　国民の健康を守るため、患者窓口負担を軽減すること

2024年診療報酬改定率（６月施行）

　　　　�全　　　　　体 ▲0．12％

　　診　療　報　酬　（本　体） 0．88％

①　各科改定率 0．46％

医　科
歯　科
調　剤

0．52％
0．57％
0．16％

　40歳未満の勤務医師・勤務歯科医
師・薬局の勤務薬剤師、事務職員、歯
科技工所等で従事する者の賃上げに資
する措置分（0．28％程度）を含む

②�　看護職員、病院薬剤師その他の医療
関係職種（上記①を除く）について、
2024年度のベア+2．5％、2025年度に
ベア+2．0％を実施していくための特
例的な対応

0．61％

③�　入院時の食事基準額の引き上げ（１
食当たり30円）の対応（患者負担につ
いては、原則１食当たり30円、低所得
者については、所得区分等に応じて10
～20円）

0．06％

④�　生活習慣病を中心とした管理料、処
方箋料等の再編等の効率化・適正化

▲0．25％

　　薬　　価　　等 ▲1．00％

①　薬　価
②　材　料

▲0．97％
▲0．02％

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め

　 

国
へ
会
員
署
名
提
出

２
０
２
４
年
診
療
報
酬
改
定

わ
ず
か
プ
ラ
ス　
　
で
決
着

本
体

0．88％


